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Fig.30　SW03解体実測図③
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5．遺物
(1) 木製品
01　連

れん し
歯下駄

　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した下駄で、歯と台が一木から作られている連歯下
駄であるある。長さ 21.5cm、幅 7.6cm、高さ 2.3cm を測る。3 箇所の穿孔が認められる。

02　連
れん し
歯下駄

　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した連歯下駄である。長さ 21.7cm、幅 10.1cm、厚
み 2.6cm を測る。

03　連
れん し
歯下駄

　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した連歯下駄である。長さ 14.4cm、幅 11.8cm、厚
み 2.7cm を測る。一部に調整痕が認められる。

04　差
さし ば
歯下駄

　SW01 前面堀跡の第 4 層から出土した下駄で、台に別の木材で作られた歯を差し込ん
で作った差歯下駄である。長さ 14.5cm、幅 8.2cm、厚み 2.8cm を測る。全体に破損が
著しく、一部に使用時に継続して受けた圧力のため内側に傾いている箇所が認められる。

05　鍋蓋
　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した鍋蓋である。長さ 20.8cm、幅 16.5cm、厚み 1.6cm
を測る。楔のようなものが認められる。加工痕あり、丸く調整している。

06　蓋
　 SW01 前面堀跡の第 4 層から出土したほぼ正円の蓋である。長さ 14.2cm、幅
11.1cm、厚み 1.0cm を測る。一部に調整痕が認められる。

07　独
こ ま
楽未成品

　SW01 前面堀跡の第 4 層から出土した木製品で、独楽の未製品と考えられる。長さ
4.8cm、幅 5.0cm、高さ 3.9cm を測る。年輪の中心を使用している。芯持ち。上面に縞
状の線刻が認められる。

08　推定木製通貨鋳型
　SW01 前面堀跡の第 4 層から出土した木製品であり、長さ 6.6cm、幅 5.0cm、厚み 0.8cm
を測る。大観通寶と考えられる焼印がみられ、通貨の鋳型とも考えられる。端部中央に 1
箇所の穿孔が認められる。

09　不明木製品
　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した不明木製品である。長さ 30.4cm、幅 4.7cm、厚
み 0.8cm を測る。
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Fig.32　木製品実測図①
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10　不明木製品
　SW01前面堀跡の第3層から出土した用途不明の木製品である。長さ29.0cm、幅3.9cm、
厚み 0.8cm を測る。両端から約 1cm のところに 2 箇所の孔が認められる。

11　不明木製品
　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した不明木製品である。長さ 21.3cm、幅 4.4cm、厚
み 0.7cm を測る。穿孔 1 箇所及び圧痕が認められる。

12　不明木製品
　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した不明木製品である。長さ 14.7cm、幅 5.8cm、厚
み 3.8cm を測る。加工痕が認められる。

13　不明木製品
　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した不明木製品である。長さ 17.5cm、幅 5.3cm、厚
み 1.1cm を測る。長径 3.1cm、短径 1.6cm を測る穴 1 箇所が認められる。

14　不明木製品
　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した不明木製品である。長さ 26.4cm、幅 10.2cm、
厚み 1.4cm を測る。側面に直径 0.5cm の木釘が 7 箇所認められる。

15　不明木製品
　SW01 前面堀跡の第 4 層から出土した不明木製品である。長さ 29.3cm、幅 12.3cm、
厚み 1.0cm を測る。被熱で一部炭化している

16　不明木製品
　SW01 前面堀跡の第 4 層から出土した不明木製品である。長さ 20.2cm、幅 6.8cm、厚
み 1.4cm を測る。横軸全体に一箇所の加工痕が認められる。

17　不明木製品
　SW01 前面堀跡の第 4 層から出土した不明木製品である。長さ 13.5cm、幅 5.6cm、厚
み 1.3cm を測る。側面に調整がみられる。緻密な柾目が顕著に認められる。

18　不明木製品
　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した不明木製品である。長さ 27.8cm、幅 3.6cm、厚
み 1.2cm を測る。

19　不明木製品
　SW01 前面堀跡の第 4 層から出土した不明木製品である。長さ 12.8cm、幅 4.3cm、厚
み 0.9cm を測る。
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Fig.33　木製品実測図②
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20　不明木製品
　SW01前面堀跡の第3層から出土した不明木製品で、長さ14.2cm、幅4.1cm、厚み1.2cm
を測る。

21　不明木製品
　SW01前面堀跡の第3層から出土した不明木製品で、長さ31.8cm、幅6.2cm、厚み2.6cm
を測る。

22　不明木製品
　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した不明木製品である。長さ 13.3cm、幅 6.1cm、厚
み 2.6cm を測る。

23　不明木製品
　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した不明木製品である。長さ 17.3cm、幅 3.2cm、厚
み 2.4cm を測る。一部に加工痕が認められる。

24　不明木製品　
　SW01 前面堀跡の第 4 層から出土した不明木製品である。長さ 12.8cm、幅 4.3cm、厚
み 0.9cm を測る。
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Fig.34　木製品実測図③
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(2) 陶磁器類
25　瓦器　火鉢
　SW01 前面堀跡 (B-10 グリッド ) の第 3 層から出土した瓦器の火鉢である。残存高
9.4cm、底径 23.8cm を測る。内外面ともにナデ調整が認められる。色調は灰色 (5Y4/1)
を呈する。

26　瓦器　羽釜
　SW01前面堀跡(A-9グリッド)の第3層から出土した瓦器の羽釜である。残存高6.1cm、
復元口径 24.2cm を測る。内外面ともにナデ調整、内面に刷毛目が認められる。色調は外
面が灰色 (N5/)、内面が暗灰色 (N3/) を呈する。

27　磁器　徳利
　I-12 グリッドの第 4 層から出土した磁器の徳利である。残存高は 11.2cm を測る。内
面上部及び外面は施釉され、明オリーブ灰色 (2.5 ＧＹ 7/1) を呈する。内面底部は無釉で
ある。

28　磁器　仏飯器
　SW01 前面堀跡の第 4 層から出土した磁器の仏飯器である。器高 5.8cm、復元口径
8.1cm、底径 4.2cm を測る。高台は削り出しである。色調は灰白色 (10YR8/1)、胎土は
灰白色 (N8/) を呈する。仏飯器は 1600 年代後半に陶器製から磁器製へ移行し、1700 年
代には陶器製も残るものの、磁器が主流となっていく。

29　磁器　碗
　SW01(A-5 グリッド ) の第 3 層から出土した磁器の碗である。口縁部から体部にかけて
の資料で、残存高 4.7cm、復元口径 11.6cm を測る。内面及び外面は施釉され、灰色 (10
Ｙ 7/1) を呈する。口唇部の釉はやや厚めである。焼成は良好である。

30　陶器　碗
　I-11 グリッドの第 3 層から出土した陶器の碗である。口縁部から体部の資料で残存高
7.3cm、口径 10.8cm を測る。内面及び外面は施釉され、灰オリーブ色 (5Y5/2) を呈する。

31　陶器　鉢
　I-12 グリッドの第 3 層から出土した陶器の鉢である。口縁部から体部の資料で、残存
高 9.2cm、口径 20.3cm を測る。内外面ともに施釉され、外面は黒褐色 (10YR3/1)、内
面は灰褐色 (7.5YR4/2) を呈する。内面には砂目積、高台には削り出しが認められる。

32　陶器　瓶
　SW01(A-5 グリッド ) の第 3 層から出土した陶器の瓶である。残存高 9.2cm、底径 4.8cm
を測る。色調は浅黄橙色 (7.5YR8/3)、胎土は灰褐色 (7.5YR4/2) を呈する。焼成は良好で
ある。
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33　陶器　碗
　SW01 前面堀跡 (A-9 グリッド ) の第 3 層から出土した陶器の碗である。底部から体部
の資料で、残存高 1.7cm、底径 4.6cm を測る。内面は施釉され、灰白色 (2.5Y8/1) を呈
する。胎土は灰白色 (10YR8/2) で非常に硬質。削り出し高台で、見込み部分には蛇の目
釉剥ぎがみられる。

34　陶器　トチン
　I-12 グリッドの第 3 層から出土した陶器のトチンである。残存高 5.0cm を測る。外面
に指押さえの痕が認められる。色調は暗褐色 (10YR3/3) を呈する。焼成は良好である。

35　土師器　燈明皿
　A-5 グリッドの第 3 層から出土した土師器の燈明皿である。口縁部から底部の資料。器
高 2.2cm、底径 5.6cm、復元口径 11.8cm を測る。内外面とも回転ナデにより調整され
ており、ススの付着が認められる。体部はやや内湾して開き、口縁部に至る。底部切り離
しは糸切り。色調は浅黄橙色 (7.5YR8/4) を呈する。焼成は良好である。

36　土師器　皿
　SW01(A-4 グリッド ) の第 4 層から出土した土師器の皿である。残存高 1.8cm、底径
6.0cm、復元口径 8.4cm を測る。内外面とも回転ナデにより調整されている。底部切り
離しは糸切りで行われており、体部は直線的に開いて口縁部に至る。胎土には長石、石英、
雲母を含む。色調は橙色 (5YR7/6) を呈する。焼成は良好である。

37　土師器　皿
　I-12 グリッドの第 4 層から出土した土師器の皿である。残存高 2.1cm、底径 6.8cm、
復元口径 9.8cm を測る。内外面とも回転ナデにより調整されている。底部切り離しは糸
切りで行われており、体部はやや外反しながら開いて口縁部に至る。胎土には長石、石英、
雲母を含む。色調はにぶい橙色 (5YR7/4) を呈する。焼成は良好である。

38　染付　皿
　SW01(A-4 グリッド ) の第 3 層から出土した染付の皿である。底部から体部にかけての
資料で、残存高 2.0cm、復元底径 7.6cm を測る。見込みにはコンニャク印五弁花紋がある。
高台外面に二重圏線、高台脇に一重圏線を引く。釉薬は高台内を含め、内面から外面まで
施釉し、畳付は釉剥ぎされている。色調は灰色 (2.5GY8/1) を呈する。コンニャク印判五
弁花紋は 17 世紀の末頃に始まり、1810 年代頃まで流行したものである。

39　染付　皿
　I-12 グリッドの第 3 層から出土した染付の皿である。口縁部から底部の資料。器高
3.1cm、復元口径 12.2cm、復元底径 6.7cm を測る。見込みにはコンニャク印判五弁花
紋が見られる。高台外面に一重圏線、高台脇に二重圏線を引く。畳付は釉剥ぎが認められ
る。内面及び外面は施釉され、灰色 (2.5GY8/1) を呈する。器形のひづみが著しい。焼成
は良好である。
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40　青磁　碗
　SW01 前面堀跡 (B-10 グリッド ) の第 4 層から出土した青磁の碗である。底部から体部
にかけての資料で、残存高 4.5cm、復元底径 5.4cm を測る。内面及び外面は施釉され、
オリーブ灰色 (10 Ｙ 6/2) を呈する。内外面ともにヘラ描きによる刻花が認められる。焼
成は良好である。

41　陶器　碗
　SW01 前面堀跡 (B-10 グリッド ) の第 4 層から出土した陶器の碗である。残存高 4.2cm、
底径 4.8cm を測る。内面は施釉され、オリーブ灰色 (5GY6/1) を呈する。高台は削り出
しが認められる。

42　陶器　鉢
　A-12グリッドの第3層から出土した陶器の鉢である。ほぼ完形の資料で、残存高4.3cm、
底径 4.1cm、口径 13.0cm を測る。内面は施釉され、オリーブ灰色 (5GY6/1) を呈する。
内面には砂目積、高台には削り出しが認められる。
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Fig.35　 陶磁器類実測図①
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(3) 瓦類
43　丸瓦
　SW01(A-4 グリッド ) の第 3 層から出土した丸瓦である。最大長 29.9cm、最大幅
14.3cm、胴部長 26.9cm、胴部径 14.2cm、玉縁長 3.0cm、玉縁径 10.0cm、最大厚 2.0cm、
谷部 4.8cm を測る。胴部凹面にコビキＢ類と布目痕、ゴザ状圧痕が認められ、側縁の頭
から玉縁にかけてカマ切りによる面取り後ナデ調整を施す。胴部凸面はヘラ状工具による
整形痕と、布によるナデ調整が認められる。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部が
灰色 (N5/)、凸部が暗灰色 (N3/) を呈する。

44　丸瓦
　SW01 前面堀跡 (A-9 グリッド ) の第 3 層から出土した丸瓦である。残存最大長
29.6cm、残存最大幅12.4cm、残存胴部長28.9cm、残存胴部径15.4cm、残存玉縁長0.7cm、
残存最大厚 2.3cm を測る。胴部凹面にコビキＡ類と吊り紐痕、布目痕、わずかにゴザ状
圧痕が認められ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ切りによる面取り後にナデ調整を施して
いる。胴部凸面はヘラ状工具による整形痕と、布によるナデ調整が認められる。胎土はや
や粗く、焼成は良好で、色調は凹部、凸部ともに暗灰色 (N3/) を呈する。

45　丸瓦
　SW01 前面堀跡 (A-7 グリッド ) の第 3 層から出土した丸瓦である。残存最大長
15.9cm、残存最大幅16.7cm、残存胴部長11.9cm、残存胴部径16.4cm、残存玉縁長4.5cm、
残存玉縁径 12.9cm、最大厚 2.6cm、谷部 6.1cm を測る。胴部凹面にコビキＢ類と布目痕、
棒状工具及び板状工具によるナデ調整が認められ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ切りに
よる面取り後にナデ調整を施している。胴部凸面は板状工具及び布によるナデ調整が認め
られる。また刻印 ( 菱形 ) がみられる。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部、凸部
ともに灰色 (N4/) を呈する。

46　丸瓦
SW01 前面堀跡の第 4 層から出土した丸瓦である。残存最大長 21.6cm、残存最大幅

6.7cm、残存胴部長 18.8cm、胴部径 15.2cm、玉縁長 2.8cm、残存玉縁径 5.1cm、最大
厚 2.0cm を測る。胴部凹面にコビキＢ類とゴザ状圧痕、板状工具によるナデ調整が認め

0 5cm

0 5cm

No.39 No.40 No.41 No.42

Fig.36　 陶磁器類実測図②
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られ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ切りによる面取り後にナデ調整を施している。胴部
凸面は板状工具と布によるナデ調整が認められる。また胴部凸面に「八代源衛門」の刻印
があり、胎土は精良、焼成は良好で、凹部は灰色 (N6/)、凸部は灰色 (N5/) を呈する。

47　丸瓦
　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した丸瓦である。最大長 33.0cm、最大幅 17.3cm、
胴部長 28.5cm、胴部径 17.2cm、玉縁長 4.5cm、残存玉縁径 10.5cm、最大厚 2.7cm、
谷部 5.5cm を測る。胴部凹面にコビキＢ類と布目痕、櫛状工具によるナデ調整が認めら
れ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ切りによる面取り後にナデ調整を施している。胴部凸
面は板状工具によるナデ調整が認められる。また刻印(格子形)がみられる。胎土は精良で、
焼成も良好で、色調は凹部、凸部ともに暗灰色 (N3/) を呈する。

48　丸瓦
　SW01 前面堀跡 (A-7 グリッド ) の第 4 層から出土した丸瓦である。最大長 31.8cm、
最大幅 15.9cm、胴部長 27.4cm、胴部径 15.4cm、玉縁長 4.4cm、残存玉縁径 11.2cm、
最大厚 2.5cm、谷部 5.2cm を測る。胴部凹面にコビキＢ類と吊り紐痕、ゴザ状圧痕、布
状圧痕が認められ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ切りによる面取り後にナデ調整を施し
ている。胴部凸面は板状工具によるナデ調整が認められる。また刻印 ( 珠文 ) がみられる。
胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部、凸部ともに灰色 (N4/) を呈する。

49　丸瓦
　SW01 前面堀跡 (A-12 グリッド ) の第 3 層から出土した丸瓦である。最大長 35.0cm、
最大幅 17.1cm、胴部長 29.7cm、胴部径 17.0cm、玉縁長 5.3cm、玉縁径 12.6cm、最
大厚 2.6cm、谷部 5.8cm を測る。胴部凹面にコビキＡ類と布によるナデ調整が認められ、
側縁の頭から玉縁にかけてカマ切りによる面取り後にナデ調整を施している。胴部凸面
は布及び板状工具によるナデ調整が認められる。また胴部中央からやや玉縁寄りに直径
1.3cm の釘穴を穿孔している。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部が灰色 (5Y8/1)、
凸部が灰色 (N4/) を呈する。

50　丸瓦
　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した丸瓦である。残存最大長 28.4cm、残存最大
幅 15.3cm、残存胴部長 24.7cm、残存胴部径 15.0cm、玉縁長 3.7cm、残存玉縁径
12.0cm、最大厚 1.9cm、谷部 5.7cm を測る。胴部凹面にコビキＢ類とゴザ状圧痕、吊紐痕、
指押えが認められ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ切りによる面取り後にナデ調整を施し
ている。胴部凸面は布及び櫛状工具によるナデ調整が認められる。胎土は精良で、焼成も
良好で、色調は凹部が灰色 (N4/)、凸部が暗灰色 (N3/) を呈する。胴部凸面に T 字様の刻
印を有する。

51　丸瓦
　SW01 前面堀跡 (A-9 グリッド ) の第 4 層から出土した丸瓦である。残存最大長
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30.0cm、最大幅 14.8cm、胴部長 26.9cm、胴部径 14.8cm、玉縁長 3.1cm、残存玉縁径
11.0cm、最大厚 1.7cm、谷部 4.7cm を測る。胴部凹面にコビキ B 類と布目痕、ゴザ状圧痕、
ナデ調整が認められ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ切りによる面取り後にナデ調整を施
している。胴部凸面は板状工具によるナデ調整が認められる。胎土は精良で、焼成も良好で、
色調は凹部、凸部ともに灰色 (N4/) を呈する。胴部凸面に「八代𠮷平」銘の刻印を有する。

52　巴紋軒丸瓦
　SW01 前面堀跡 (A-7 グリッド ) の第 3 層から出土した軒丸瓦である。最大長 31.4cm、
最大幅 15.8cm、胴部長 27.8cm、胴部径 16.2cm、玉縁長 3.6cm、玉縁径 12.5cm、最
大厚 1.8cm、谷部 6.3cm を測る。瓦当部に三巴紋を配し、周縁に沿って 8 個の珠紋が配
置されている。瓦当部は完形である。胴部凹面にコビキ B 類と布状圧痕、ナデ調整が認
められ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ切りによる面取り後にナデ調整を施している。胴
部凸面は布及び櫛状工具によるナデ調整が認められる。刻印及び釘穴がみられる。胎土は
精良で、焼成も良好で、色調は凹部、凸部ともに暗灰色 (N3/) を呈する。

53　巴紋軒丸瓦
　SW01 前面堀跡 (A-7 グリッド ) の第 3 層から出土した軒丸瓦である。最大長 31.4cm、
残存最大幅 9.5cm、胴部長 27.6cm、残存胴部径 10.0cm、玉縁長 4.5cm、玉縁径 3.8cm、
最大厚 2.4cm を測る。瓦当部に三巴紋を配し、周縁に 2 個の珠紋が認められる。胴部凹
面にコビキ B 類とゴザ状圧痕、カキヤブリが認められ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ
切りによる面取り後にナデ調整を施している。胴部凸面は布及び板状工具によるナデ調整
が認められる。釘穴がみられる。胎土は精良、焼成は良好で、色調は凹部、凸部ともに暗
灰色 (N3/) を呈する。

54　巴紋軒丸瓦
　SW01 前面堀跡 (A-7 グリッド ) の第 4 層から出土した軒丸瓦である。最大長 31.4cm、
残存最大幅9.5cm、胴部長27.6cm、残存胴部径10.0cm、玉縁長3.8cm、残存玉縁径7.2cm、
最大厚 2.4cm を測る。瓦当部に三巴紋を配し、周縁に 3 個の珠紋が認められる。胴部凹
面にコビキ B 類と布目痕、ゴザ状圧痕が認められ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ切り
による面取り後にナデ調整を施している。胴部凸面は板状工具によるナデ調整が認められ
る。胎土は精良軟質で、焼成は不良で、色調は凹部、凸部ともに灰白色 (5Y7/1) を呈する。

55　巴紋軒丸瓦
　SW01 前面堀跡 (A-8 グリッド ) の第 3 層から出土した巴紋軒丸瓦である。最大長
33.8cm、最大幅 16.7cm、胴部長 29.6cm、胴部径 16.6cm、玉縁長 4.2cm、玉縁径
14.1cm、最大厚 2.5cm、谷部 5.4cm、瓦当部の残存最大高 8.1cm、瓦当部の残存最大幅
16.0cm を測る。瓦当部に巴紋を配する。胴部凹面にコビキ B 類と布目痕、ゴザ状圧痕が
認められ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ切りによる面取り後にナデ調整を施している。
胴部凸面は格子状圧痕とナデ調整が認められる。釘穴及び鉄釘の一部が残存。また、上面
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に「　」の刻印が認められる。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部、凸部ともに灰
色 (N4/) を呈する。

56　巴紋軒丸瓦
　SW01前面堀跡(A-8グリッド)の第3層から出土した巴紋軒丸瓦である。最大長4.4cm、
最大幅 16.5cm、胴部長 4.4cm、瓦当部の残存最大高 15.6cm、瓦当部の最大幅 16.5cm
を測る。瓦当部に三巴紋を配し、周縁に沿って 8 個の珠紋が配置されている。胴部凹面
に板状工具及び布によるナデ調整が認められ、胴部凸面はナデ調整及びカキヤブリが認め
られる。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部、凸部ともに灰色 (N4/) を呈する。

57　九曜紋軒丸瓦
　SW01前面堀跡(A-9グリッド)の第3層から出土した軒丸瓦である。残存最大長3.9cm、
残存最大幅 15.4cm、胴部長 4.4cm、瓦当部の最大高 15.5cm、瓦当部の残存最大幅
15.4cm を測る。瓦当部に九曜紋を配し、周縁に沿って 8 個の珠紋が配置されている。中
心曜径は 3.8cm、周曜径は 2.3cm を測る。各曜はほぼ正円で、配置も均等である。内面
はナデ調整が認められる。丸瓦接合面にはカキヤブリがみられる。胎土は精良で、焼成も
良好で、色調は凹部、凸部ともに暗灰色 (N3/) を呈する。

58　九曜紋軒丸瓦
　SW01前面堀跡(A-9グリッド)の第3層から出土した軒丸瓦である。残存最大長5.8cm、
残存最大幅 15.8cm、瓦当部の最大高 15.4cm、瓦当部の最大幅 15.8cm を測る。瓦当部
に九曜紋を配し、周縁に沿って 8 個の珠紋が配置されている。中心曜径は 4.1cm、周曜
径は 2.3cm を測る。各曜はほぼ正円で、配置も均等である。胴部凹面に板状工具による
ナデ調整が認められ、胴部凸面はナデ調整が認められる。丸瓦接合面にはカキヤブリがみ
られる。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部、凸部ともに灰白色 (N4/) を呈する。

59　九曜紋軒丸瓦
　SW01 前面堀跡の第 4 層から出土した軒丸瓦である。残存最大長 4.5cm、残存最大幅
14.4cm、瓦当部の残存最大高 15.1cm、瓦当部の残存最大幅 14.4cm を測る。瓦当部に
九曜紋を配し、周縁に沿って 8 個の珠紋が配置されている。中心曜径は 3.7cm、周曜径
は 2.2cm を測る。各曜はほぼ正円で、配置も均等である。胴部凹面及び凸面にはナデ調
整が認められる。丸瓦接合面にはカキヤブリがみられる。胎土は精良で、焼成も良好で、
色調は凹部、凸部ともに黄灰色 (2.5Y6/1) を呈する。

60　九曜紋軒丸瓦
　SW01前面堀跡(A-7グリッド)の第3層から出土した軒丸瓦である。残存最大長3.8cm、
残存最大幅 15.2cm、瓦当部の残存最大高 14.7cm、瓦当部の残存最大幅 15.2cm を測る。
瓦当部に九曜紋を配し、周縁に沿って 8 個の珠紋が配置されている。中心曜径は 3.7cm、
周曜径は 2.2cm を測る。各曜はほぼ正円で、配置も均等である。胴部凹面及び凸面には
ナデ調整が認められる。丸瓦接合面にはカキヤブリがみられる。胎土は精良で、焼成も良
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好で、色調は凹部、凸部ともに灰色 (N6/) を呈する。

61　九曜紋軒丸瓦
　SW03 前面堀跡の第 3 層から出土した軒丸瓦である。残存最大長 7.1cm、残存最大幅
14.8cm、残存瓦当部の最大高 14.7cm、瓦当部の残存最大幅 15.3cm を測る。瓦当部に
九曜紋を配し、周縁に沿って 8 個の珠紋が配置されている。中心曜径は 4.3cm、周曜径
は 2.3cm を測る。各曜はほぼ正円で、配置も均等である。胴部凹面及び凸面にはナデ調
整が認められる。丸瓦接合面にはカキヤブリがみられる。胎土は精良だが焼成は不良で、
色調は凹部が灰白色 (2.5Y7/1)、凸部が灰黄色 (2.5Y7/2) を呈する。

62　九曜紋軒丸瓦
　SW01 前面堀跡 (A-9 グリッド ) の第 4 層から出土した軒丸瓦である。残存最大長
12.3cm、残存最大幅15.5cm、残存胴部長12.3cm、残存胴部径14.6cm、残存最大厚1.9cm、
残存谷部 6.0cm、瓦当部の残存最大高 15.0cm、瓦当部の残存最大幅 15.5cm を測る。瓦
当部に九曜紋を配し、周縁に沿って 8 個の珠紋が配置されている。中心曜径は 4.4cm、
周曜径は 2.4cm を測る。各曜はほぼ正円で、配置も均等である。胴部凹面にコビキ B 類
とゴザ状圧痕、ナデ調整が認められ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ切りによる面取り後
ナデ調整を施す。胴部凸面は布によるナデ調整が認められる。胎土は精良で、焼成も良好
で、色調は凹部、凸部ともに灰色 (N4/) を呈する。

63　九曜紋軒丸瓦
　SW01 の A-4 グリッドの第 4 層から出土した軒丸瓦である。残存最大長 14.3cm、最大
幅 15.4cm、残存胴部長 14.3cm、残存胴部径 14.8cm、残存最大厚 2.0cm、残存谷部 6.0cm、
瓦当部の最大高 15.6cm、瓦当部の最大幅 15.4cm を測る。瓦当部に九曜紋を配し、周縁
に沿って 8 個の珠紋が配置されている。中心曜径は 3.7cm、周曜径は 2.2cm を測る。各
曜はほぼ正円で、配置も均等である。胴部凹面にコビキ B 類とゴザ状圧痕、板状工具に
よるナデ調整が認められ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ切りによる面取り後ナデ調整を
施す。胴部凸面は板状工具によるナデ調整が認められる。胎土は精良で、焼成も良好で、
色調は凹部、凸部ともに灰色 (N5/) を呈する。

64　九曜紋鳥衾
　SW01 前面堀跡 (A-7 グリッド ) の第 3 層から出土した鳥衾である。残存最大長
14.4cm、胴部の残存径 11.2cm、瓦当部の残存最大高 17.5cm、瓦当部の最大幅 15.8cm
を測る。瓦当部に九曜紋を配し、周縁に沿って 8 個の珠紋が配置されている。中心曜径
は 3.8cm、周曜径は 2.4cm を測る。各曜はほぼ正円で、配置も均等である。胴部内外面
に板状工具及び布によるナデ調整が認められ、胴部内面には指押えの痕がみられる。胎土
は精良で、焼成も良好で、色調は外面が灰色 (N5/)、内面が灰白色 (N7/) を呈する。
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65　九曜紋鳥衾瓦
　SW01 前面堀跡 (A-8 グリッド ) の第 3 層から出土した鳥衾である。残存最大長
13.4cm、胴部の残存径 11.8cm、瓦当部の残存最大長 18.0cm、瓦当部の残存最大幅
15.9cm を測る。瓦当部に九曜紋を配し、周縁に沿って 8 個の珠紋が配置されている。中
心曜径が 3.4cm、周曜径は 2.2cm を測る。各曜はほぼ正円で、配置も均等である。胴部
外面に板状工具及び布によるナデ調整、胴部内面にはナデ調整が認められる。胎土は精良
で、焼成も良好で、色調は外面が灰色 (N6/)、内面が灰色 (N4/) を呈する。

66　九曜紋鳥衾瓦
　SW01 前面堀跡 (A-8 グリッド ) の第 3 層から出土した鳥衾で、残存最大長 19.4cm、
残存最大幅 15.0cm、胴部の残存長 15.0cm、胴部の残存径 14.8cm、残存最大厚 2.1cm、
残存谷部 5.2cm を測る。瓦当部は欠損している。胴部凹面にコビキ B 類とゴザ状圧痕、
指押後のナデ調整が認められ、側縁の頭から玉縁にかけてカマ切りによる面取り後にナデ
調整を施している。胴部凸面は板状工具のち布によるナデ調整が認められる。胎土は精良
で、焼成も良好で、色調は凹部が灰色 (N4/)、凸部が褐灰色 (10YR4/1) を呈する。

67　平瓦
　SW01 前面堀跡 (A-8 グリッド ) の第 3 層から出土した平瓦である。最大長 26.5cm、
残存最大幅 20.9cm、最大厚 2.0cm を測る。凹面及び凸面にナデ調整が認められる。凹
部に「八代𠮷平」の刻印がみられる。同一の刻印がある平瓦は、八代市平山新町に所在す
る松岡屋敷跡からも 2 点出土している ( 熊本県教育委員会　1995)。縁部面はカマによる
面取り後にナデ調整を施している。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部、凸部とも
に灰色 (N4/) を呈する。

68　平瓦
　SW01 前面堀跡 (A-9 グリッド ) の第 4 層から出土した平瓦である。最大長 28.3cm、
最大幅 25.1cm、広端幅 25.2cm、狭端幅 24.1cm、最大厚 2.0cm、谷部 3.2cm を測る。
凹面及び凸面にヘラ状工具によるナデ調整が認められる。縁部面はカマ切りによる面取り
後にナデ調整を施している。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部、凸部ともに灰色
(N4/) を呈する。

69　平瓦
　SW01 前面堀跡 (A-8 グリッド ) の第 3 層から出土した平瓦である。最大長 30.2cm、
最大幅 22.3cm、最大厚 2.2cm を測る。凹面及び凸面にヘラ状工具によるナデ調整が認
められる。胴部凹面に T 字型の刻印がみられる。縁部面はカマ切りによる面取り後にナ
デ調整を施している。胎土は精良で、焼成もへ良好で、色調は凹部が暗灰色 (N3/)、凸部
が灰色 (N5/) を呈する。

70　平瓦
　SW01 前面堀跡 (A-9 グリッド ) の第 3 層から出土した平瓦である。残存最大長
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12.2cm、残存最大幅 11.2cm、残存最大厚 1.9cm を測る。凹面及び凸面に板状工具によ
るナデ調整が認められる。胴部凹面に「大」の刻印が残されている。縁部面はカマ切りに
よる面取り後にナデ調整を施している。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部、凸部
ともに灰色 (N5/) を呈する。

71　平瓦
　SW01 前面堀跡 (A-7 グリッド ) の第 3 層から出土した平瓦である。残存最大長
13.6cm、残存最大幅 10.2cm、残存最大厚 1.9cm を測る。凹面及び凸面にはナデ調整が
認められる。胴部凹面に「八代清」の刻印が残されている。縁部面はカマ切りによる面取
り後にナデ調整を施している。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部が暗灰色 (N3/)、
凸部が灰色 (N4/) を呈する。

72　軒平瓦
　SW01 前面堀跡 (A-8 グリッド ) の第 4 層から出土した軒平瓦であるが、中心飾りは欠
損しており不明である。最大長 28.9cm、最大幅 26.9cm、最大厚 1.9cm を測る。胴部凹
面に板状工具によるナデ調整が認められ、縁部面はカマ切りによる面取り後にナデ調整を
施している。胴部凸面は板状工具のち布によるナデ調整が認められる。胎土は精良で、焼
成も良好で、色調は凹部、凸部ともに灰色 (N5/) を呈する。

73　九曜紋軒平瓦
　SW01 前面堀跡 (A- 7 グリッド ) の第 3 層から出土した九曜紋軒平瓦である。残存最大
長 9.4cm、残存最大幅 14.1cm、最大厚 2.0cm、瓦当部の残存最大高 7.5cm、瓦当部の
残存最大幅 14.1cm を測る。瓦当部の紋様のうち、中心飾りは九曜紋であり、周囲は銀
杏紋と推測されるも不明である。九曜紋の中心の星の復元径は 0.6cm、周辺の星の径は
0.4cm を測り、星 4 個が欠損している。凹面及び凸面に板状工具によるナデ調整が認め
られる。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部、凸部ともに灰白色 (N7/) を呈する。

74　九曜紋軒平瓦
　SW01( 前面堀跡 A-7・9 グリッド ) の第 4 層から出土した九曜紋軒平瓦である。残存最
大長 14.2cm、残存最大幅 20.2cm、残存最大厚 1.9cm、残存谷部 4.6cm、瓦当部の残存
最大高 7.0cm、瓦当部の残存最大幅 20.2cm を測る。瓦当部中央に九曜紋、左右に唐草
紋を配する。九曜紋の中心の星の径は 0.9cm、周辺の星の径は 0.6cm を測る。胴部凹面
に「八代伊」の刻印が残されている。凹面及び凸面に板状工具によるナデ調整が認められ
る。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部、凸部ともに灰色 (N5/) を呈する。

75　袖瓦
　SW01 前面堀跡 (A-8 グリッド ) の第 4 層から出土した袖瓦 ( 右 ) である。最大長
14.8cm、最大幅 16.0cm、最大厚 2.2cm、袖部の残存最大長 7.3cm、袖部の残存最大奥
行 14.1cm を測る。凹面及び凸面に板状工具によるナデ調整が認められる。接合部にカキ
ヤブリがみられる。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部が灰色 (N4/)、凸部が灰色
(N5/) を呈する。



86 87

第 3章　調査の方法と成果 第 3章　調査の方法と成果

0 10cm

No.69

No.70

No.71

No.72

No.73

No.74 No.75

Fig.41　 瓦類実測図⑤
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76　唐草紋万十軒瓦
　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した万十軒瓦 ( 右 ) と思われる。残存最大長 17.3cm、
残存最大幅 12.6cm、残存最大厚 2.0cm、瓦当部の残存最大高 9.4cm、瓦当部の残存最
大幅 12.7cm を測る。軒丸部の紋様は九曜紋で、中心の星の径は 2.0cm、周辺の星の径
は 0.8cm を測る。軒平部の瓦当の紋様は唐草紋である。凹面にナデ調整、凸面には板状
工具によるナデ調整が認められる。胎土は精良で、焼成も良好である。色調は凹部、凸部
ともに灰色 (N4/) を呈する。

77　九曜紋鬼瓦
　SW01 前面堀跡 (A-9 グリッド ) の第 4 層から出土した鬼瓦である。最大長 18.3cm、
最大幅 12.5cm、最大厚 1.9cm を測る。瓦中央には九曜紋が記されている。九曜紋の中
心の星の径は 5.9cm で、周辺の星の径は 2.9cm を測る。外面にナデ調整、内面にヘラ状
工具によるナデ調整が認められる。接合部にはカキヤブリがみられる。胎土は精良だが焼
成は不良で、色調は凹部、凸部ともに灰色 (N4/) を呈する。

78　九曜紋鬼瓦
　SW01 前面堀跡 (A-7 グリッド ) の第 4 層から出土した鬼瓦である。最大長 14.8cm、
最大幅 13.6cm、最大厚 2.4cm を測る。瓦中央には九曜紋が記されている。凹面に板状
工具によるナデ調整、凸面にナデ調整が認められる。胎土は精良だが焼成は不良で、色調
は凹部、凸部ともに灰色 (N4/) を呈する。

79　九曜紋鬼瓦
　SW01 前面堀跡 (A-9 グリッド ) の第 3 層から出土した完形の鬼瓦である。最大長
26.1cm、最大幅 33.0cm、最大厚 2.6cm を測る。瓦中央には九曜紋が記されている。九
曜紋の中心の星を含めた 4 個が残存している。九曜紋及び取手部分は本体に貼り付けて
いる。九曜紋の中心の星の径は 4.5cm、周辺の星の径は 3.0cm を測る。内面にナデ調整
が認められる。胎土は精良だが焼成は不良で、色調は凹部、凸部ともに灰白色 (N7/) を呈
する。

80　九曜紋鬼瓦
　SW01 前面堀跡の第 3 層から出土した鬼瓦である。最大長 29.9cm、残存最大幅
23.4cm、最大厚 2.1cm を測る。瓦中央には九曜紋が記されている。九曜紋部分は本体に
貼り付けている。九曜紋の中心の星の径は 4.4cm、周辺の星の径は 3.3cm を測る。内面 ( 取
手部分を含む ) にナデ調整が認められる。胎土は精良で、焼成も良好で、色調は凹部、凸
部ともに灰白色 (N4/) を呈する。
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Fig.42　 瓦類実測図⑥




